
この勤務割作成システムは、各部署単位で勤務シフトを作成し

施設全体で管理帳票を作成することができるネットワーク対応

版です。

システムはスタートメニューを起動して各ジョブを運用します。

次ページより各ジョブ機能をトピックスでご紹介いたします。



【勤務予定表の特徴】

トップメニュー

勤務種別記号は、

　・部署毎で異なった記号（漢字､かな､カナ､記号､英字､数字）でもＯＫ。

　・メイン勤務記号とサブ補助記号の利用が可能。

勤務割付シートは、

　・EXCELシートなので見やすく、色文字・背景色加工編集が可能。

　・縦・横の集計、日毎の必要人員の不足も確認可能。

※詳しくは、勤務予定操作マニュアルをご参照ください。



【勤務自動割付の特徴】

　勤務シフトの割付けは、自動割付機能を利用することで作業が大幅に軽

減できます。自動割付後、手動でも調整ができます。

自動割付機能オプションには、様々な機能がありますので、部署によって

使い分けできます。

自動割付といえども、

　・職員毎に勤務可能種別をキチットと設定することが重要。

　・介護部門では、夜勤シフトと所定公休日数の確保を最優先に割付け。

　・必要人員が確保できない場合は、赤背景色で表示。

　・シフト調整が必要な場合にも、便利な中断機能を使って最適化に。

※詳しくは、勤務自動割付操作マニュアルをご参照ください。



【勤務予定統括の特徴】

　各部署単位で作成した勤務表を施設全体に統合できます。部署数が多い

場合には、本体系・居宅系と分割して統合することもできます。

トップメニュー

予め統合する部署を設定して、ボタンを押すだけで自動統合。

※詳しくは、勤務予定統括操作マニュアルをご参照ください。



【加算算定表の特徴】

　毎月の勤務実績を基に、サービス提供体制強化加算を算定するための

勤務時間を常勤換算した資料を作成できます。

トップメニュー

・従事者の勤務の体制及び勤務形態一覧表

・日常生活継続支援加算：介護福祉士の常勤換算一覧表

※詳しくは、加算算定表操作マニュアルをご参照ください。



【行事予定表の特徴】

　施設全体の予定表を作成すれば、各部署ではそれを引用し編集加工でき

ます。施設系・居宅系別々の予定表の作成もできます。

　職員毎の勤務種別データをＣＳＶデータに変換して、他のシステムに

連携することも可能です。

国が「働き方改革関連法」に基づき規定した「勤務間インターバル制度」

の管理等に役立ちます。

ＣＳＶデータ例

外部出力機能で、オリジナル帳票にオプション対応することも可能です。

【勤務データ変換の特徴】

【オプション対応】


